Thermodynamic properties of a strongly interacting ultracold Fermi gas and application to neutron star equation of state(審査報告) by ファン ヴェイク, ピーター & Van Wyk, Pieter
論文審査の要旨および学識確認結果 
報告番号 ○甲／乙第   号 氏 名   van Wyk, Pieter 
論文審査担当者： 主査 慶應義塾大学教授   博士（理学）  大橋 洋士 
 副査 慶應義塾大学教授   博士（工学）  的場 正憲 
  慶應義塾大学准教授  博士（理学）  山内 淳 
  慶應義塾大学准教授  博士（理学）  渡邉 紳一 
    
(論文審査の要旨)  
学士（理学）、修士（理学）van Wyk, Pieter君の学位請求論文は、「Thermodynamic Properties 

























第 4 章では、中性子星内部の低密度領域における状態方程式を研究している。先ず、6Li フェル
ミ原子ガス超流動の弱結合領域からユニタリ極限にかけて観測された内部エネルギーが平均場近
似では説明できず、（有効距離がゼロの場合の）NSR 理論で定量的に説明できることを示し、この
相互作用領域における NSR 理論の有効性を確認している。次に、有効距離がゼロではない場合の
NSR理論を用い、この相互作用領域に対応する中性子星低密度領域の状態方程式を計算、散乱実験
データから作られた中性子間相互作用を用いたシミュレーションと良く一致する結果を得ている。
本研究で得られた状態方程式は、2 体、3 体相互作用部分のみが実験的にサポートされている従来
のものとは異なり、有効距離の効果以外、量子多体効果の取り込みについて 6Liフェルミ原子ガス
超流動での実験結果との比較により検証済みであるという利点がある。 
第 5章では、結論として、本研究の成果がまとめられている。 
本研究により、冷却フェルミ原子気体の温度-相互作用相図上で分子ボース気体とみなせる領域
が特定されたことは、この系の強結合物性の解明に大いに貢献するものであり、重要な成果である。
また、この系で行われた実験結果と強結合理論を組み合わせることで、中性子星低密度領域の状態
方程式に関する知見が得られることを具体的計算により示した本研究の成果は、中性子星研究への
貢献はもちろん、冷却フェルミ原子気体が他の量子多体系の研究にも有用であることを示すものと
して高く評価できる。よって、本論文の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
